
 
 

 

 

7月末に航空大手２社の第 1四半期(Q1) 決算が出そろいました。旺盛

な訪日客需要を背景に、営業収入は両者ともに Q1 として過去最高を更

新。一方で、燃油費や人件費の増加もあり増収減益となりました。 

組合に対する Q1 決算説明会は８月１４日に４労組合同で行われます

が、先日の決算発表の場で、鳥取社長は「EBITは当初計画を達成した」

と述べています。破たん後最高の利益を達成した 2018年度でもQ1の営

業利益は 249億円と、通期の 14.1％ほどでしたから、想定内ということ

でしょう。営業費用は昨年と比較すると確かに増加しています。しかし、

今年度の業績見通しを発表するときに市況前提も示しています。 

 

 

 

 

 

前年同期比で見ると燃油も為替も上がっていますが、前提からは大き

く外れていません。それでEBITの目標は達成しているものの、収入面、

特に国内旅客数が想定に達していないようです。 

 

 

JAL の今後の課題は国内旅客数の増加です。Q1 では団体旅客が伸び

悩みましたが、夏の繁忙期の予約状況を見ると、国内線の利用も増加し、

多くのお客様にご利用いただける見込みです。 

 

 

年末一時金は、１１月中旬まで行われる年末交渉で決まりますが、会社

が業績連動で提案している内容は「年末は 2.0ヵ月、ただし上期決算時に

EBITが 1,400億円以上見通せる場合は 2.5ヵ月」というものです。「Q1

の EBITが 221億円なのに 1,400億円以上なんて」と思われるかもしれ

ませんが、航空会社のQ2は稼ぎ時であり、コロナ前の 2018年度は通期

の 40.8％を占めていました。この夏の繁忙期と９月に２回ある三連休に

大きな災害に遭わないことを祈りつつ、日々の安全運航を支えていけば

届かないわけではありません。ただし、通期の目標 EBITが 1,700億円

で、年間一時金が期末を合わせて 5.5ヵ月分であるならば、年末 2.5ヵ月

に固執する必要はないでしょう。あまり細かい業績連動にこだわらず、社

員のモチベーションを高める工夫があった方が、社員が生き生きと楽し

く働ける JALに変わるでしょう。 
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第 1 四半期決算発表 EBIT は想定通り 

第1四半期　経営成績 （単位：億円）

科目 2023 2024 前年差 2023 2024 前年差

営業収入 3,814 4,240 +426 4,610 5,167 +557

営業費用 3,530 4,061 +531 4,172 4,864 +691

EBIT/営業利益 313 221 ▲ 92 437 303 ▲ 134

親会社株主に帰属する
四半期利益 230 139 ▲ 91 306 246 ▲ 59

JALグループ ANAグループ

FY24前提
第1四半期

実績
FY24前提

対比
前年同期比

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙｹﾛｼﾝ（USD/bbl） 110.0 100.2 ▲ 8.9% + 5.8%
ドバイ原油（USD/bbl） 90.0 85.8 ▲ 4.7% + 8.7%
為替（円/USD） 145.0 153.7 + 6.0% + 14.1%

2024夏期繁忙期予約状況（8/09〜8/18） (単位：席，人）
会社 提供座席 （前年比） 予約数 （前年比） 予約率 （前年差）

ANA 283,140 109.4% 224,635 110.3% 79.3% +1.6pt

JAL 247,725 107.1% 211,016 110.5% 85.2% +2.7pt

ANA 1,790,116 102.1% 1,464,017 104.2% 81.8% +1.6pt

JAL 1,357,177 98.6% 1,073,569 100.5% 79.1% +1.5pt

国際

国内

第２四半期の頑張りを年末一時金に 



 

 

今年の夏も猛暑ですが、2019 年 8

月のこの紙面に「羽田空港近くの工事

現場では、ファン付きベストが使われ

ています」という内容の記事を記載し

ました。その後、JALEC でもトライ

アルが続き、今年ようやく本運用にな

りました。とはいえ、数に限りがある

ため不便さは残っています。 

 

 

Aviation Wireのネット記事には、「ファン付き

ベストの導入対象は、ANA グループが就航する

国内約 50 空港で、対象人数はグラハンスタッフ

が約 7000人、整備士が約 3600人。今年 6月 24

日から整備士への個人貸与が始まり、7月 1日か

らはグラハン部門にも導入された。」と書かれて

います。本当に１万人以上の作業者全員に貸与さ

れたかはわかりませんが、ANA とファン付きベ

ストを製造しているミドリ安全の宣伝効果はか

なり大きいと言えます。 

JALECでトライアルしたときには、高く評価する人もいれば、全然

使えないという人もいました。残念ながら、総合的に見てあまり評判が

よくなかったため、採用見送りとなり今年の夏を迎えました。組合とし

ては、使いたい人のために、工具室にある程度の数を用意して借りられ

るようにしたらどうかと訴えていました。結果的に要求通りになってい

ますが、全部クリーニングに出て戻ってきていないと使いたい人が使え

ないので、数量はこれからの検討課題です。一方、JGSでは整備より先

にオリジナルのファン付きベストを製造し、今年は最新のペルチェベス

トをトライアルしています。スピード感は各社で違いがあるようです。 

 

 

JALEC羽田の職場では、今年もセンター

長の差し入れで、一口アイスのケースが設置

されています。昨年も提供していただきまし

たが、こちらは評判が良く「通年で置いてほ

しい」という声もありました。 

 

 

私たちは「センター長の気持ちはとてもありがたいが、会社として費用

を負担するべき」と主張し、8 月からは JALEC が経費として負担するこ

とになりました。暑い現場から戻ってきたときにホッと一息つけるのはあ

りがたいですが、熱中症対策としてまだできることはあるはずです。今は

飲料メーカーによる企業向け自動販売機のサービスも充実しており、経口

補水液ではなく、プロ仕様の熱中症対策飲料もあります。土木、建築、製

造業での導入が進んでいますが、JALEC でも一般化した後に導入される

のでしょうか？ 
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9月5日の定期大会後、日本航空ユニオンの新しい期

が始まります。職場に大会議案書が届くまでにお時間を

いただきますが、すでに JLUのWEBサイトの組合員

専用ページからダウンロードできます。大会通知ニュー

ス（JLUニュース962）と合わせて、よく読んでいただ

き、参加される大会代議員に質問・意見を集約してくだ

さい。年末闘争で取り組んでほしいこと、組織の課題、

職場の様々な問題について一日かけて議論します。大会

でのみなさんの声が年末、来春闘に活かされます。充実

した16期になるよう、引き続きご協力お願いします。 

 

譲り合ってお召し上がりください 


